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音発語時の下顎位をシロナソグラフ・アナライジング・システム m (以下 SGG/Asm と略す)を用いて記録分析し，
その結果に基づき被験文を作成した。実験 2 として，発語時下顎運動が，臨床的な診査，診断に応用するために必要
な恒常性を有しているかを検討した。個性正常校合者10名を用いて，実験 1 で作成した被験文朗読時の発語時下顎運











7 mm，左右幅径は約 3 mmであり，運動域は両側側方路に 2 rnm 未満の幅で，前方路にその 1/3 以上 2/3 未満の幅で
近接し，運動域，分布密度，平均速度はほぼ左右対象であるという共通した特徴が認められた。
4. 各種不正攻合群の発語時下顎運動には，それぞれ個性正常校合者とは異なった特徴が認められた。運動域境界上
の代表点の三次元的座標運動域と側方路・前方路との関係，および運動軌跡の前頭面・矢上面投影図における分布
密度，の 5 分析項目の上下・前後的要素の前歯部不正佼合群の特徴が認められた。運動域境界上の代表点の三次元的
座標，運動域と側方路との関係，運動軌跡の前頭面投影図における分布密度，の 3 分析項目の側方的要素に臼歯部不
正校合群の特徴が認められた。
5. 実験的前歯部岐合異常は，運動域境界上の代表点の三次元的座標，運動域と側方路・前方路との関係，運動軌跡
の前頭面・矢状面投影図における分布密度，および平均速度，の 6 分析項目の上下・前後的要素に影響を及ぼした。
6. 実験的臼歯部校合異常は，運動域境界上の代表点の三次元的座標，運動域と側方路との関係，運動軌跡の前頭面
投影図における分布密度，および平均速度，の 4 分析項目の側方的要素に影響を及ぼした。
以上より，発語時下顎運動の実態が明らかになり，校合が発語時下顎運動に影響を及ぼしていることが明らかになっ
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論文審査の結果の要旨
本研究は，阻鴫，礁下とともに顎口腔のもつ重要な機能である発語に関して，補綴学的見地から下顎運動に着目し，
発語時下顎運動の実態を明らかにし，校合が発語時下顎運動に及ぼす影響に関して検討を加えたものであるO
その結果，個性正常校合者の発語時下顎運動は一定の運動域を示し，それらは恒常性を有していた。また前歯部の
岐合異常は発語時下顎運動の上下・前後的要素に，臼歯部の校合異常は側方的要素に影響を及ぼしており，唆合が発
語時下顎運動に影響を及ぼしていることが明らかとなった。
本業績は，発語時下顎運動に関して新しい知見をもたらしたものであり，校合の臨床的な評価法を確立する上で，
極めて有益な示唆を与えるものである O よって本論文は博士(歯学)の学位請求に十分値するものと認める。
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